
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

私たち職員も、上記のような足し算思考で、子どもたちのよさを 

見つけ、「勇気づけの言葉かけ」ができるように心がけていきます。 

子どもの自尊感情を高めるためにも、私たち大人の日常の言葉 

かけを見直してみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 

学校通信７月号 

R４.７.1 4日（月） 委員会活動 

7日（木） 学校運営協議会 

1１日（月） クラブ活動  

１２日(火) 児童下校１４：０５ 

       （職員研修のため） 

１３日(水) ベルマーク集計 

      

 

   

 

 

 

 

福岡県及び市町村では、毎年７月を「同和問題啓発強調月間」と定め、

各種の啓発行事を実施し、差別をなくす取組を展開しています。 
 

学校では、人権標語の作成と併せて、いじめ問題をはじめとする人権に

ついて考えていきます。ご家庭でも人権について考える機会としていただ

ければと願っています。 

 

 

5日（金）出校日（平和学習、授業） 11：30下校 

     30日（月）全校出校日（授業） 11：30 下校 

31日（火）全校出校日（授業） 11：30 下校 

 

 

 1日（木）2学期始業式    ５日（月）委員会活動 

８月の主な行事 

７月は「福岡県同和問題啓発強調月間」です！ 

７月のスクールカウンセラー来校日 

1日（金）、6日（水）、8日（金）、２5日（月） 

「ないものねだり」より「あるもの探し」を 
これは、勇気づけの親子教育研究家の原田綾子さんが、その

著書「『言葉かけ』練習帳」という本の中に書かれていた言葉で

す。そして、次のように続きます。 

 
私たちは、あたりまえのような毎日を過ごしていますが、本当

は家族が皆、事故もケガもせず元気に過ごせたことはあたりまえ

ではないのかもしれませんね。しかし、わが子に少しでもよくな

ってほしいと思うが故に、あたりまえのことを見すごして、どう

しても欠点に目がいき、引き算の考え方をしてしまいがちです。

でも、思い切って足し算をしてみましょう！「ないものねだり」

より「あるもの探し」です。 

 

 

 

 

 

足し算のコツは、 

①あたりまえだと思っていることを探す 

②一見よくないなぁとおもうことのなかにも、 

必ずあるよいところを見つける 

③「できていないこと」よりも「できていること」に注目する。 

 

1５日（金） 人権講演会 ３校時 ６年 

個人懇談会①（午後） 

1９日（火） 個人懇談会②（午後） 

2０日（水） 終業式、集団下校、 

クリーン活動 

 21日（木） 夏季休業～ 

   

 

 

 

 

９月の主な行事 

六
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
体
験
」 

【できたぞ～！イーゼル！】 
６月９・１０日、５年生が英彦山青年

の家に宿泊体験に行きました。２日

目の体験活動として、森で自分好

みの枯れ枝を集め、イーゼル作りに

挑戦。素敵なお土産ができました。 

【「すごいね。築上町役場議会場って！」】 

６月１５日、６年生が社会科学習の

一環で、役場 4 階の議会場の見学

に行きました。武道議員さんが直接

説明をしてくださり、議会のしくみや

その施設の様子を実感できました。 


